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第 2章 子ども観の成立 
 今日普及している様式の絵本は，西欧で 19世紀半ばから現代までの作品を含めて，現代
絵本と呼ばれているものと同じであるが，現代絵本は近代の子ども観の影響を受けて発展
してきたと考えられている（石井, 2013; 加藤, 2010; 永田, 2013）。子ども観の社会史研究
は，Arie
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木・中島・岩崎, 2012; 板橋・田島, 2013）。 
読み聞かせは，このように家庭を対象とした研究では，親子のやりとりや母子相互作用，
語りなどの視点に立つ研究が多く見られ（e.g. 栗山・瀬戸・蓮見・秦野・星・前川, 1995; 黒
川, 2009; 藪中・吉田・村田, 2008, 2009），その他にブックスタートの実践や効果検証の報
告などもある（e.g. 秋田・横山・森田・菅井, 2003; 藤井, 2010; Moore & Wade, 2003）。 
また，集団保育や幼児教育の場を対象とする研究（e.g. 佐藤・西山, 2007; 横山, 2003, 
2006; 横山・水野, 2008），障害児教育（e.g. 近藤・辻本, 2006, 2008; 鈴森ら, 2001）や心
理臨床分野（e.g. 村中, 1984; 小川, 2008; 高橋, 1996）の他，絵本の内容や特徴，構造分析






第 4章 理論および中心的先行研究の評価について 
 第 4 章では，第 5 章から第 7 章で論じる読み聞かせの調査研究に関わりの深い理論およ


















































第 5章 調査研究① 家庭での絵本の読み聞かせ活動と子どもの社会性の発達との関連 
 第 5章では，1歳代から 6歳代までの子どもがいる家庭を対象として，読み聞かせの実施
状況を把握し，読み聞かせと子どもの社会性の発達について質問紙調査による分析を行い，






















（F (2, 79 ) = 6.62, p < .05）。「注意不足」は，読み聞かせの継続意思でも有意差が得られ（F 
(2, 79) = 4.26, p < .05），積極的な継続意思を示した群が，子ども次第で継続を決める群よ
りも低い得点となった。また，1 回あたりの読み聞かせ時間では，「協調安定行動」に有意











































第 6章 調査研究② 幼児の保護者の絵本観と養育ストレスとの関連について 
 第 6 章では，幼稚園児の保護者 223 名を対象として，読み聞かせと絵本観，養育ストレ
スとの関連を分析した。第 5 章と同じように，調査対象となった家庭の 70％以上が調査時


































がわかった（t (221) = 2.69, p < .01）。 
また，読み聞かせの開始年齢では，「子どもペースストレス」（F (4, 218), = 4.06, p < .01），
「子ども理解ストレス」（F (4, 218), = 3.22, p < .05）で有意差が認められ，読み聞かせ非実
施群の「子どもペースストレス」が，読み聞かせを 1歳未満で開始した群よりも 1％水準で
有意に高い得点を示し，「子ども理解ストレス」では，1 歳未満で開始した群よりも 1 歳以
上 2歳未満で開始した群が，5％水準で有意に高い得点を示した。さらに，読み聞かせを楽















第 7章 調査研究③ 幼児の保護者の養育ストレスと読み聞かせとの因果関係について 














向ストレス」が「読み聞かせの楽しさ」（F (4, 212) = 3.47, p < .01），「尊重ストレス」が「読



















第 8章 大人が絵本を楽しむための実践活動 
 第 8 章では，第Ⅱ部の調査研究結果を踏まえて，養育者が絵本や読み聞かせをより楽し
めるための支援を検討するために，探索的に行った絵本の勉強会の実践について報告した。
勉強会は調査者の勤務先小学校で合計 7回にわたって行い，参加者は小学校に通う児童（1















 また，読み聞かせをする理由では，第 6章と同様に「自分の楽しみ」をあげる参加者は 2
名にとどまり，読み聞かせを通して気付くことでは，子どもの成長や気持ちには 4 名が回































第 9章 本研究の概要 
























































































第 10章 本研究の結論と意義 
 本研究の結論は次のようにまとめられる。絵本は，絵とことばを有機的に組み合わせて
表現された見開きのページを，読み手が自ら手指でめくることによって生じる人とメディ
ア，また人と人とのコミュニケーションを促す機能を持っている。絵本の絵によるイメー
ジは，楽しさを伴って人の情動を喚起したり，文化や認知的に差がある他者との情報伝達
を促したり，学び合うための教育的な役割を果たし得る。したがって，絵も含めたことば
（記号）を有する絵本は，養育者と子どもを結ぶ心理的道具として，両者のやりとりを促
し，読み聞かせの相互発達的効果を担うものと考えられる。 
 読み聞かせの過程では，子どもは絵本を介したやりとりを通して，養育者と共に経験を
分かち合ったり，絵本の世界を読み取ったりしながらことばや意味を習得し，社会的な存
在となることを学ぶ一方で，養育者は子どもの反応から成長や気持ちに気付き，我が子へ
の理解を深める親的な資質を学び得ることが示唆された。つまり，読み聞かせは，ことば
を媒介して学び合う養育者と子どもの社会的相互活動による発達の場といえるだろう。こ
の学び合いの場には，何よりも「楽しさ」が重要であり，子どもだけではなく，読み手と
なる大人が，絵本や読み聞かせを十分に楽しむことが，育児ストレスの軽減や健康な親子
関係の発達に重要であることが示唆された。 
 また，絵本は大人が子どもに読んであげる本であることが主張されてきたように，特に
幼児期では，養育者と子どもと絵本で形成される並び合いの関係を必要とするメディアで
ある。昨今は，テレビやインターネットなどによる視覚情報メディアの氾濫が，子どもと
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大人の区分を危うくすることが懸念され，大人はメディアの有害性から子どもを守れない
ことが指摘されているが，絵本は視覚メディアの中でも，大人が選んで与えたり，読んで
あげたりすることによって，有害性を除去することが可能である。したがって，絵本は，
子どもの健康な成長を守る大人と，大人によって選ばれたことばや楽しみを与えられ，保
護される子どもという立場を分け得るメディアであり，読み聞かせは，大人が子どもを守
る義務を果たすと同時に，子どもが積極的に養育者や絵本に関わることによって，主体的
に自らの成長や発達を求める権利が保障される経験になるとも考えられた。 
 以上を踏まえて，本研究の意義は次のようにまとめられる。読み聞かせが発達研究の対
象として，心理学や教育学，保育学などの子どもに関わる研究分野で関心が高まったと同
様に，読み聞かせの手段となる絵本も一義的には子ども用の読み物として，子ども観の影
響を受けて発展してきたといえる。しかし，現代では芸術分野をはじめとして，絵本の多
様な価値が認められるようになり，絵本は子どものためだけのものと限定しないという考
え方が容認されるようになった。こうした考え方は，絵本が学問の対象として広い研究領
域から注目される傾向を生み出したが，幼い子どもと同じく，絵本の最多読者層となるそ
の養育者にとっての絵本は，今も子どものためだけに読むものとされ，研究者や創作に関
わる大人の絵本観とは異なっている。 
 幼児期の子どもの養育者の多くは，子どもの楽しみや認知的発達，生活リズムの確立や
就寝前のリラックス，親子のコミュニケーションなど，さまざまな願いを持って絵本を読
み，子どもの気持ちや成長に気付くことを楽しみとしている。しかし，読み聞かせの楽し
さは，このような子どものためという視点に限定されることが多く，絵本を読む時間を自
らの楽しみと感じている養育者は少ない。読み聞かせが子どもを主体として行われること
に異議はないが，読み聞かせの楽しさは，こうした子どもとの関係で得られる喜びと，子
どもが絵本の中で発見をしながら学ぶ過程を楽しむように，大人も学びの要素を見出す読
書的な楽しみ方の二通りがあると考えられる。養育者の楽しみは，後者に至らないことが
多く，子どものために無理をして行われる読み聞かせでは，養育ストレスとの関連が示唆
された。 
 このような視点から，読み聞かせにおける養育者自身の楽しさを軽視してはならず，共
同行為から得られる楽しさと，文学的研究が着目しているような絵本観に基づく楽しみを
得られるためのサポートを，育児支援活動として充実させる必要があることを論じたこと
は，今後の読み聞かせや絵本研究を進めるための視座を提示できたと考えられる。 
 また，本研究では，絵本がなぜ発達促進的なやりとりの道具となるのかについて，絵本
の歴史やメディアという特性から考察し，絵本は本質的にコミュニケーションを促す視覚
表現メディアであると同時に，子どもと大人がそれぞれに学び合える機能を持つことを明
らかにした。そして，絵本は社会文化的産物の一つとして，子ども観の変遷とともに変化
し続け，多様化しているが，幼児期では大人が与え，読んであげることは絵本の変わらな
い特性である。このことは，子ども期が消滅したとも警告される時代に，絵本や読み聞か
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せが，子どもとして守られた安心できる経験を与える役割や機能を果たすと考えられ，読
み聞かせは，今後，益々必要な社会的活動となることが予想される。 
 親子の読み聞かせ活動による効果は，これまでの先行研究を支持する結果として，本研
究においても子どもの社会的行動や養育者の親的な関わりを促すことを示唆したが，健康
な親子の成長や発達を阻害する養育者のストレスもあることを提示し，負の側面への対策
や支援が重要であることを述べた。改めて，読み聞かせは親子が絵本を介して学び合い，
楽しさを伝え合う活動となることが期待され，養育者と子どもが育ち合うことを助ける可
能性を有している。本研究では，こうした親子の相互活動を心理学的に実証することに加
え，絵本や子ども観について考えることにより，読み聞かせの社会的意義への知見をも得
ることが出来たと考えられる。 
